
広報

あいづばんげあいづばんげ
広報

あいづばんげ
55
2015  №6092015  №609

CONTENTS ～今月の内容～ 表紙「坂下東小学校入学式」

福島県会津坂下町　平成27年５月８日発行福島県会津坂下町　平成27年５月８日発行福島県会津坂下町　平成27年５月８日発行

２　坂下南・坂下東幼稚園入園式
３　坂下南・坂下東小学校入学式
４　平成27年度　当初予算
６　平成27年度　町に対する要望事項
10　ばんげ保育所　子育て支援・施設開放事業
11　下水道の正しい使用について
12　介護保険料が変わりました
13　会津坂下町地域包括支援センターについて

14　町史編さんだより
15　食育だより
16　図書室だより
17　まちの話題
21　お知らせ版インフォメーション
26　健康づくり・すこやか
27　５月の保健ガイド・戸籍の窓口
28　坂下中学校入学式

マークで動画配信中!マークで動画配信中!
　　　のある写真にスマートフォン等をかざすと関連した動画が視聴できます。

ダウンロードおよび視聴方法はＱＲコードまたは､町ホームページで｢AR｣と検索 ! QRコード



2

　

４
日
７
日
、
坂
下
南
幼
稚
園
77
名
・
坂

下
東
幼
稚
園
49
名
が
年
長
児
や
先
生
の
あ

た
た
か
な
拍
手
に
迎
え
ら
れ
入
園
し
ま
し

た
。

児
た
ち
は
「
は
い
!!
」
と
元
気
よ
く
返
事

を
し
ま
し
た
。
幼
稚
園
紹
介
で
年
長
児
が

ダ
ン
ス
を
披
露
す
る
と
、
音
楽
に
合
わ
せ

て
手
を
叩
い
た
り
、
一
緒
に
踊
り
だ
す
園

児
の
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。
後
ろ
で
見

守
っ
て
い
た
お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
も
ビ

デ
オ
や
写
真
を
撮
り
な
が
ら
我
が
子
の
成

長
ぶ
り
に
顔
を
ほ
こ
ろ
ば
せ
て
い
ま
し
た
。

　
坂
下
東
幼
稚
園
で
も
、
お
父
さ
ん
、
お

母
さ
ん
に
手
を
引
か
れ
笑
顔
で
入
場
し
ま

し
た
。
入
園
児
呼
名
で
は
、
園
児
た
ち
の

元
気
な
「
は
い
！
」
が
園
内
に
響
き
渡
り
、

和
や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。
平

野
陽
子
園
長
が
「
こ
れ
か
ら
一
緒
に
い
ろ

い
ろ
な
こ
と
を
学
び
ま
し
ょ
う
。」
と
式

辞
を
述
べ
る
と
隣
に
い
る
お
父
さ
ん
・
お

母
さ
ん
と
顔
を
見
合
わ
せ
て
う
な
ず
い
て

い
ま
し
た
。

　
年
長
児
が
、
歓
迎
の
言
葉
を
贈
り
、
歌

を
歌
う
と
園
児
た
ち
は
興
味
津
々
に
聞
い

て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
先
生
が
手
遊
び
歌

を
披
露
す
る
と
、
最
初
は
恥
ず
か
し
そ
う

に
し
て
い
ま
し
た
が
、
２
曲
目
、
３
曲
目

に
な
る
と
先
生
と
一
緒
に
な
っ
て
歌
い
な

が
ら
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
の
笑
顔
を

隣
で
見
守
る
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
の
や

さ
し
い
表
情
が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。

初
め
て
の
先
生
、

初
め
て
の
友
達
と
の
出
会
い

坂
下
南
・
坂
下
東
幼
稚
園

�

入
　
園
　
式

　
坂
下
南
幼
稚
園
で
は
、
お
父
さ
ん
、
お

母
さ
ん
に
手
を
引
か
れ
元
気
よ
く
笑
顔
で

入
場
し
ま
し
た
。

　
永
山
郁
子
園
長
が
イ
ラ
ス
ト
を
見
せ
な

が
ら
「
明
日
か
ら
元
気
に
幼
稚
園
に
来
て

く
だ
さ
い
。」
と
式
辞
を
述
べ
る
と
、
園
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新
し
い
出
会
い
!!

坂
下
南
・
坂
下
東
小
学
校

�

入
　
学
　
式

　
坂
下
南
小
学
校
で
は
６
年
生
と
手
を
つ

な
い
で
入
場
し
、
新
入
学
児
童
呼
名
が
始

ま
る
と
名
前
を
呼
ば
れ
た
新
入
生
の
明
る

い
声
が
響
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
在
校
生
代
表
の
永
山
茉
奈
さ
ん

は
「
み
な
さ
ん
が
坂
下
南
小
学
校
に
入
学

し
て
く
る
日
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し

た
。」
と
歓
迎
の
言
葉
を
贈
り
、
渡
部
隆

一
校
長
か
ら
新
入
生
代
表
の
藤
川
雄
仁
く

ん
に
教
科
書
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
式
が
終
わ
り
に
近
づ
く
こ
ろ
に
は
、
緊

張
し
た
様
子
だ
っ
た
児
童
た
ち
に
も
笑
顔

が
見
ら
れ
、
こ
れ
か
ら
始
ま
る
学
校
生
活

を
楽
し
み
に
し
て
い
る
様
子
で
し
た
。

　
坂
下
東
小
学
校
で
は
鈴
木
茂
雄
校
長
か

ら
「
早
寝
早
起
き
と
あ
い
さ
つ
を
心
掛
け
、

元
気
に
生
活
し
て
く
だ
さ
い
。」
と
式
辞

が
あ
り
、
在
校
生
代
表
の
皆
方
是
寧
く
ん

は
新
入
生
に
向
け
て
歓
迎
の
言
葉
を
贈
り

ま
し
た
。

　
新
入
生
代
表
の
飯
塚
勇
気
く
ん
に
教
科

書
授
与
が
行
わ
れ
る
と
、
元
気
よ
く
返
事

を
し
て
教
科
書
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

　
式
の
最
後
に
は
、
校
歌
を
一
生
懸
命
合

唱
す
る
児
童
た
ち
の
姿
が
あ
り
、
そ
の
表

情
は
学
校
生
活
へ
の
期
待
と
希
望
に
満
ち

溢
れ
て
い
ま
し
た
。

　

４
月
６
日
、
坂
下
南
小
61
名
・
坂
下
東

小
61
名
の
新
一
年
生
た
ち
が
期
待
を
胸
に

新
生
活
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
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費

○分担金及び負担金
0.4億円(0.6%)

○使用料及び手数料
1.2億円(1.5%)

○財産収入
0.3億円(0.4%)

○繰入金
0.3億円(0.3%)

○繰越金
1.5億円(1.9%)

○諸収入
2.2億円(2.8%)

町　税
15億円(19.7％)

地方交付税
27.0億円(35.5％)

町　債
8.9億円(11.7%)

国庫支出金
5.7億円
(7.5%)

県支出金
9.6億円
(12.7%)

その他の交付金
2.8億円(3.7%)

地方譲与税
1.3億円(1.7%)

自主財源
(27.3%)

依存財源
(72.7%)

固定資産税
6.8億円(45.3%)

町民税
6.1億円(40.7%)

町たばこ税 1.7億円(11.3%)

軽自動車税 0.4億円(2.7%)
入湯税
8万円(0.0%)

76.2億円

町民税額 15.0億円

76.2億円
土 木 費

【道路や橋の整備に】

公共下水道事業(一般会計操出金)

119百万円

町営住宅改修事業 93百万円

町道整備事業 77百万円

総 務 費

【一般的な事務に】

地域コミュニティセンター整備事業

92百万円

地域づくり推進事業 52百万円

生活路線バス維持対策事業

25百万円

民 生 費

【福祉増進のために】

子どもの医療費助成事業

58百万円

認可化移行支援事業 31百万円

放課後児童健全育成事業

 17百万円

農林水産業費

【農林業の振興に】

多面的機能支払交付金事業

 141百万円

福島県営農再開支援事業 46百万円

人・農地プラン推進事業 25百万円

教 育 費

【学校、社会教育の充実に】

教育施設整備事業（小学校）

 147百万円

通学通園安全対策事業 74百万円

教育施設整備事業（幼稚園）

54百万円

その他の内訳

議会費 1.1億円（1.5％）

労働費 0.1億円（0.1％）

災害復旧費 0.1億円（0.1％）

諸支出金等 0.6億円（0.8％）

主　な　内　容

総務費
13.0億円
(17.1%)

総務費
13.0億円
(17.1%)

教育費
10.1億円
(13.2%)

教育費
10.1億円
(13.2%)

民生費
15.7億円
(20.6%)

民生費
15.7億円
(20.6%)

公債費
10.2億円(13.4%)

土木費  7.6億円(10.0%)

農林水産業費
6.7億円(8.8%)

その他
1.9億円(2.5%)

商工費  2.0億円(2.6%)

総額76.2億円 前年比5.9億円減
平成27年度一般会計予算の内容

歳入総額

町税の内訳

歳出総額

衛生費
5.1億円(6.7%)

消防費  3.9億円(5.1%)
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平成27年度　特別会計予算の内訳

会　　計　　名 平成27年度 平成26年度 対前年度比
国 民 健 康 保 険 24.3億円 20.1億円 20.9％

後 期 高 齢 者 医 療 1.7億円 1.6億円 6.3％

介 護 保 険 19.2億円 18.0億円 6.7％

下 水 道 事 業 5.6億円 5.6億円 0.0％

坂下東第一地区土地区画整理事業 2.5億円 2.6億円 －3.8％

農 業 集 落 排 水 事 業 0.7億円 0.7億円 0.0％

水 道 事 業
収 益 的 収 入 5.0億円 5.0億円 0.0％

収 益 的 支 出 4.9億円 5.0億円 －2.0％

（小数点第2位以下を四捨五入して表示）

特別会計予算

主な内容
【
国
民
健
康
保
険
】

　

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
は
、
自
営
業
者
等
の
皆
さ
ん

の
医
療
保
険
を
賄
う
会
計
で
、
国
や
地
方
公
共
団
体
か
ら

の
補
助
金
と
加
入
者
が
納
め
る
国
保
税
に
よ
り
運
営
し
て

い
ま
す
。
医
療
費
の
適
正
化
対
策
並
び
に
健
康
管
理
セ
ン

タ
ー
を
拠
点
と
し
た
各
種
保
健
事
業
の
充
実
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

【
後
期
高
齢
者
医
療
】

　

後
期
高
齢
者
医
療
は
、
県
内
の
各
市
町
村
が
ひ
と
つ
に

な
っ
て
運
営
す
る
医
療
保
険
制
度
で
す
。
医
療
費
適
正
化

対
策
や
保
健
事
業
の
充
実
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

【
介
護
保
険
】

　

介
護
保
険
は
、
介
護
認
定
者
を
支
援
す
る
特
別
会
計
で

す
。
お
年
寄
り
が
快
適
に
日
常
生
活
を
送
れ
る
よ
う
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
中
心
と
し
た
介
護
予
防
事
業
を
積

極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

【
下
水
道
事
業
】

　

本
年
度
の
主
な
事
業
は
、

○
坂
下
中
央
処
理
区

・
管
理
汚
泥
棟
建
設
工
事

・
管
渠
工
事　

５
５
０
ｍ

・
舗
装
復
旧
工
事　

４
０
０
ｍ

○
坂
下
東
処
理
区

・
管
渠
工
事　

５
５
ｍ

・
舗
装
復
旧
工
事　

９
０
０
ｍ

○
坂
下
西
・
坂
下
中
央
処
理
区
事
業
計
画
変
更
区
域
測
量

　

設
計

・
坂
下
西
処
理
区　

11　
ha

・
坂
下
中
央
処
理
区　

22　
ha

【
坂
下
東
第
一
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
】

　

本
年
度
の
主
な
事
業
は
、

・
家
屋
移
転　

４
戸
７
棟

・
整
地
工
事　

１
，５
４
６
㎡

を
補
償
・
整
備
す
る
計
画
で
す
。

【
農
業
集
落
排
水
事
業
】

　

本
年
度
の
主
な
事
業
は
、
窪
倉
・
合
川
・
陣
が
峯
城
・

長
井
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
維
持
管
理
が
主
な
も
の
で
す
。

【
水
道
事
業
】

　

本
年
度
の
主
な
事
業
は
、

・
国
道
49
号
改
良
工
事
に
伴
う
配
水
管
布
設
工
事
（
緑
町

　

地
内
）
８
８
８
ｍ

・
県
道
喜
多
方
会
津
坂
下
線
改
良
工
事
に
伴
う
配
水
管
布

　

設
工
事
（
緑
町
地
内
）
３
０
０
ｍ

平成26年度　下半期の財政状況
一般会計（平成26年10月～平成27年3月）

科　　目 予算現額 収入現在高 収入率（％） 科　　目 予算現額 支出済現在高 支出率（％）
町 税 1,576 1,593 101.1％ 議 会 費 105 104 99.0％

地 方 譲 与 税 131 102 77.9％ 総 務 費 1,476 1,323 89.7％

利 子 割 交 付 金 3 3 100.0％ 民 生 費 1,680 1,335 79.5％

配 当 割 交 付 金 2 9 450.0％ 衛 生 費 658 579 88.0％

株式譲渡所得割交付金 1 5 500.0％ 労 働 費 8 8 100.0％

地 方 消 費 税 交 付 金 177 181 102.3％ 農林水産業費 492 431 87.6％

自 動 車 取 得 税 交 付 金 15 14 93.3％ 商 工 費 191 187 97.9％

地 方 特 例 交 付 金 5 5 100.0％ 土 木 費 845 767 90.8％

地 方 交 付 税 2,721 2,731 100.4％ 消 防 費 595 365 61.3％

交通安全対策特別交付金 3 2 66.7％ 教 育 費 1,436 1,132 78.8％

分 担 金 及 び 負 担 金 45 41 91.1％ 災 害 復 旧 費 32 4 12.5％

使 用 料 及 び 手 数 料 115 104 90.4％ 公 債 費 952 951 99.9％

国 庫 支 出 金 721 571 79.2％ 諸 支 出 金 91 91 100.0％

県 支 出 金 1,135 714 62.9％ 予 備 費 3 0 0.0％

財 産 収 入 8 7 87.5％

寄 付 金 5 9 180.0％

繰 入 金 179 179 100.0％

繰 越 金 169 169 100.0％

諸 収 入 326 275 84.3％

町 債 1,227 500 40.7％

合　　計 8,564 7,214 84.2％ 合　　計 8,564 7,277 85.0％

財政調整基金現在高 42

歳　入� （単位：百万円） 歳　出� （単位：百万円）
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全
体
要
望

町
道
「
宇
内
・
沼
越
線
」
の
鶴
沼

川
に
架
か
る
丈
助
橋
拡
幅（
継
続
）

　
丈
助
橋
の
拡
幅
は
、
通
行
の
安
全
及

び
地
域
の
発
展
の
面
か
ら
長
年
に
わ
た

る
地
域
住
民
の
要
望
で
あ
り
、
県
道
昇

格
が
困
難
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
町
は
継

続
的
に
着
実
に
国
や
県
と
協
議
を
進
め

て
い
く
よ
う
お
願
い
す
る
。

【
建
設
課
】

　
丈
助
橋
の
拡
幅
整
備
は
、
国
の
交
付

金
事
業
と
し
て
採
択
さ
れ
る
よ
う
、
具

体
的
な
整
備
時
期
及
び
整
備
手
法
等
を
、

国
県
並
び
に
関
係
機
関
と
協
議
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
踏
切
の
拡
幅
整
備
（
継
続
）

　
道
路
拡
幅
等
の
整
備
及
び
交
通
状
況

の
変
化
等
に
よ
り
、
多
く
の
通
行
者
の

安
全
性
が
危
惧
さ
れ
、
交
流
・
流
通
の

観
点
か
ら
も
大
変
な
障
害
と
な
っ
て
い

る
た
め
、
町
内
の
踏
切
の
中
で
、
優
先

化
を
図
り
、
今
後
Ｊ
Ｒ
と
進
展
あ
る
協

議
を
お
願
い
す
る
。

①
中
村
街
道
踏
切

：

幼
・
小
・
中
・
高

の
通
学
路
で
あ
り
、
住
民
の
通
行
が
危

険
な
状
態
に
あ
る

②
沖
踏
切

：

踏
切
ま
で
の
勾
配
が
急
で

あ
り
、
車
両
等
の
通
行
に
危
険
が
あ
る

【
建
設
課
】

　
要
望
の
あ
っ
た
踏
切
の
拡
幅
整
備
の

必
要
性
は
、
町
も
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
Ｊ
Ｒ
と
の
協
議
で
は
、
踏

切
前
後
の
道
路
拡
幅
に
必
要
と
な
る
道

路
用
地
確
保
が
条
件
で
あ
り
、
関
係
行

政
区
、
沿
線
住
民
の
方
々
と
の
用
地
提

供
に
対
す
る
合
意
形
成
が
最
も
重
要
で

す
。

　
今
後
は
、
道
路
用
地
確
保
に
向
け
た

意
向
調
査
等
を
進
め
、
町
振
興
計
画
と

の
調
整
や
Ｊ
Ｒ
と
の
継
続
協
議
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
沖
踏
切
の
急
勾
配
緩
和
工
事

は
、
平
成
22
年
度
に
改
修
工
事
を
行
っ

て
お
り
ま
す
が
、
町
と
関
係
行
政
区
の

合
同
に
よ
る
現
地
調
査
を
早
急
に
行
い
、

道
路
の
勾
配
緩
和
に
向
け
た
検
討
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

県
道
「
熱
塩
加
納・会
津
坂
下
線
」

と
国
道
49
号
交
差
点
の
道
路
改
良

（
継
続
）

　
国
道
49
号
へ
通
じ
る
県
道
「
熱
塩
加

納
・
会
津
坂
下
線
」
は
、
川
西
地
区
住

民
の
通
勤
・
通
学
の
主
要
道
路
で
あ
り
、

大
型
車
両
の
交
通
量
も
増
加
し
、
道
幅

も
狭
く
、
安
全
性
や
運
行
に
支
障
を
き

た
し
て
い
る
。
今
後
と
も
県
と
一
層
の

協
議
を
図
り
、
改
善
に
向
け
て
計
画
的

な
整
備
促
進
が
図
ら
れ
る
よ
う
お
願
い

す
る
。

【
建
設
課
】

　
国
道
49
号
と
県
道
熱
塩
加
納
・
会
津

坂
下
線
の
交
差
点
部
分
の
改
良
に
つ
い

て
は
、
昨
年
度
、
町
の
重
点
要
望
箇
所

と
し
て
県
に
要
望
し
ま
し
た
。
県
か
ら

は
、
右
折
レ
ー
ン
改
良
工
事
の
事
業
化

を
進
め
る
た
め
、
平
成
27
年
度
予
算
で

調
査
費
を
確
保
し
た
い
旨
の
回
答
を
得

て
い
ま
す
。

公
共
施
設
の
建
設
及
び
整
備
促
進

（
新
規
）

　
第
五
次
会
津
坂
下
町
振
興
計
画
後
期

基
本
計
画
が
策
定
さ
れ
、
コ
ン
パ
ク
ト

シ
テ
ィ
形
成
に
向
け
て
、
役
場
新
庁
舎

の
建
設
を
最
重
点
事
業
と
し
て
諸
公
共

施
設
の
整
備
等
の
見
直
し
が
図
ら
れ
、

文
化
交
流
等
の
場
所
づ
く
り
が
進
む
も

の
と
大
い
に
期
待
し
て
い
る
。

　
今
後
に
向
け
て
丁
寧
な
広
報
を
図
る

と
と
も
に
、
町
民
・
地
域
間
の
相
互
理

解
・
合
意
に
努
め
な
が
ら
、
着
実
に
事

業
が
促
進
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
す
る
。

【
政
策
財
務
課
】

　
役
場
庁
舎
は
防
災
拠
点
で
あ
り
な
が

ら
、
耐
震
上
き
わ
め
て
危
険
な
建
物
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
現
庁
舎
で
は
、
災
害

時
の
対
応
に
困
難
を
き
た
す
も
の
と
認

識
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
平
成
35

年
度
竣
工
を
目
指
し
て
、
計
画
的
に
庁

舎
建
設
に
向
け
た
基
金
の
積
立
て
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
庁
舎
の
役
割
と
し
て
は
、
人
口
減
少
・

高
齢
化
社
会
に
対
応
し
た
コ
ン
パ
ク
ト

シ
テ
ィ
形
成
の
中
心
的
な
施
設
と
位
置

づ
け
、
様
々
な
機
能
が
複
合
的
に
集
約

さ
れ
る
施
設
と
し
て
整
備
を
図
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
平
成
28
年
度
か
ら
整
備
検

討
組
織
を
設
置
し
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

や
意
向
調
査
等
を
重
ね
な
が
ら
、
よ
り

良
い
施
設
が
整
備
さ
れ
る
よ
う
事
業
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

放
射
能
対
策
に
関
す
る
除
染
実
施

後
の
対
応
（
新
規
）

　
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
福
島
第
一
原

発
事
故
災
害
か
ら
４
年
が
経
過
し
ま
し

た
が
、
不
安
が
払
拭
さ
れ
る
ど
こ
ろ
か

増
す
ば
か
り
で
す
。
今
年
度
を
も
っ
て

除
染
作
業
が
終
了
す
る
見
通
し
で
す
が
、

報
道
等
に
よ
れ
ば
中
間
貯
蔵
施
設
へ
の

汚
染
土
等
の
搬
出
が
段
階
的
に
始
ま
る

よ
う
で
す
。

　
安
心
・
安
全
な
町
づ
く
り
の
た
め
に
、

国
や
県
と
呼
応
し
な
が
ら
中
長
期
的
な

視
野
の
中
で
の
取
り
組
み
が
見
込
ま
れ

ま
す
が
、
今
後
の
具
体
的
取
り
組
み
内

容
等
に
つ
い
て
、
広
く
町
民
へ
知
ら
せ

る
と
と
も
に
、
住
民
の
合
意
形
成
を
図

り
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
よ
う

お
願
い
す
る
。

【
総
務
課
】

　
町
の
除
染
作
業
は
、
平
成
24
年
度
か

ら
実
施
し
、
平
成
27
年
度
の
作
業
を

も
っ
て
終
了
し
ま
す
。
こ
の
間
に
除
染

し
た
除
去
土
壌
等
は
、
気
多
宮
地
内
の

仮
置
場
内
に
一
時
保
管
し
て
い
ま
す
。

　
町
は
、
こ
れ
ま
で
国
に
対
し
、
早
期

の
搬
出
を
要
望
し
て
き
ま
し
た
が
、
中

間
貯
蔵
施
設
の
建
設
が
大
幅
に
遅
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
未
だ
全
量
搬
出
の
目

処
が
立
っ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　
今
後
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
輸
送
（
試
験
輸

送
）
の
時
期
や
輸
送
ル
ー
ト
等
が
明
確

に
な
り
ま
し
た
ら
、
町
民
の
み
な
さ
ま

に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

坂
下
地
区
要
望

坂
下
地
区
全
域
の
通
年
通
水
と
公

共
下
水
道
及
び
生
活
排
水
路
の
整

備
促
進
（
継
続
）

　
第
五
次
会
津
坂
下
町
振
興
計
画
後
期

基
本
計
画
の
「
上
下
水
道
・
生
活
排
水

路
の
整
備
」
で
、
新
た
な
目
標
を
も
っ

て
施
策
が
打
ち
出
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

内
容
や
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
特
に

坂
下
地
区
に
と
っ
て
は
大
い
に
期
待
さ

れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
各
町
内
の
住
民
と
合
意
を
図
り
な
が

ら
、
年
次
的
な
ス
テ
ッ
プ
を
踏
ま
え
て

着
実
に
整
備
促
進
に
努
め
て
い
た
だ
く

よ
う
お
願
い
す
る
。

	
	

【
建
設
課
】

　
公
共
下
水
道
整
備
は
、
下
水
道
整
備

計
画
に
基
づ
き
、
坂
下
東
及
び
坂
下
中

央
処
理
区
に
お
い
て
、
管
渠
整
備
を
推

進
し
、
順
次
供
用
開
始
区
域
の
拡
大
を

図
る
と
と
も
に
、
供
用
開
始
区
域
内
の

全体要望
佐藤　孝信氏（塔寺）

座　　長
山口　孝輝氏（柳町）

要
望
実
現

の
た
め
に

平
成
27
年
度　
会
津
坂
下
町

区
長
・
自
治
会
長
会
全
体
会
議
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水
洗
化
率
向
上
の
た
め
積
極
的
に
加
入

促
進
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。　

　
平
成
27
年
度
は
、
坂
下
中
央
処
理
区

第
２
期
区
域
22
ヘ
ク
タ
ー
ル
及
び
坂
下

西
処
理
区
11
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
事
業
計
画

区
域
拡
大
の
認
可
変
更
を
予
定
し
て
お

り
、
関
係
自
治
会
で
の
説
明
会
を
開
催

し
て
い
き
ま
す
。

　
生
活
排
水
路
は
、
自
治
会
要
望
箇
所

を
現
地
踏
査
の
う
え
、
通
年
通
水
の
た

め
の
流
量
確
保
や
流
下
不
良
地
区
解
消

の
た
め
の
排
水
路
整
備
及
び
汚
泥
除
去

を
関
係
機
関
と
協
議
し
な
が
ら
実
施
し

て
い
き
ま
す
。

鉄
砲
町
地
内
の
町
道
「
勝
大
線
」

の
道
路
改
良
（
継
続
）

　
鉄
砲
町
地
内
町
道
拡
幅
整
備
に
つ
い

て
、
坂
下
厚
生
総
合
病
院
等
の
整
備
計

画
が
派
生
し
、
早
期
実
現
が
厳
し
い
状

況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
今
後
も
沿
線
住

民
の
意
向
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
見
通

し
の
あ
る
整
備
年
次
計
画
を
具
体
化
す

る
と
と
も
に
、
住
民
へ
の
丁
寧
な
説
明
・

協
議
の
場
を
も
っ
て
、
事
業
の
促
進
に

努
め
る
よ
う
お
願
い
す
る
。

【
建
設
課
】

　
町
道
勝
大
線
（
鉄
砲
町
地
内
）
拡
幅

整
備
は
、
こ
れ
ま
で
地
元
３
自
治
会
役

員
の
方
々
と
協
議
を
重
ね
つ
つ
、
並
行

し
て
事
業
対
象
区
域
内
の
現
況
測
量
及

び
民
間
開
発
計
画
等
の
調
査
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
会
津
西
部
地
域
の
医
療

拠
点
施
設
で
あ
る
坂
下
厚
生
総
合
病
院

等
の
整
備
計
画
が
確
認
さ
れ
、
両
事
業

の
調
整
が
必
要
と
な
っ
た
た
め
、
関
係

機
関
と
緊
密
に
協
議
を
行
い
整
備
期
間

等
の
再
検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

自
治
会
管
理
の
街
路
灯
の
町
移
管

及
び
修
繕
費
の
補
助
（
継
続
）

　
昨
年
度
、
水
銀
灯
機
種
か
ら
Ｌ
Ｅ
Ｄ

機
種
へ
の
取
り
替
え
が
余
儀
な
く
さ
れ

る
事
態
が
起
こ
り
ま
し
た
。
相
当
数
の

老
朽
化
が
進
ん
で
お
り
、
新
機
種
へ
の

取
り
替
え
に
伴
う
負
担
増
が
さ
ら
に
危

惧
さ
れ
ま
す
の
で
、
前
年
度
の
回
答
を

踏
ま
え
、
一
段
と
促
進
を
図
っ
て
い
た

だ
く
よ
う
お
願
い
す
る
。

【
建
設
課
】

　
各
自
治
会
で
設
置
管
理
し
て
い
ま
す

水
銀
灯
は
、
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
た

め
、
今
後
は
年
次
計
画
に
よ
り
町
で
Ｌ

Ｅ
Ｄ
機
種
へ
交
換
設
置
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
今
年
度
の
早
い
時
期
に
、
交

換
対
象
と
な
る
水
銀
灯
の
位
置
確
認
調

査
を
行
う
予
定
で
す
の
で
、
自
治
会
役

員
の
方
々
の
立
ち
会
い
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

若
宮
地
区
要
望

防
雪
フ
ェ
ン
ス
の
設
置
延
長

（
継
続
）

　
大
江
集
落
か
ら
原
集
落
ま
で
の
防
雪

フ
ェ
ン
ス
が
途
中
で
途
切
れ
て
お
り
、

地
吹
雪
時
に
は
視
界
不
良
と
な
り
、
吹

き
溜
ま
り
が
出
来
や
す
く
、
事
故
の
危

険
性
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
冬

期
の
防
雪
フ
ェ
ン
ス
の
設
置
延
長
を
要

望
す
る
。

【
建
設
課
】

　
当
面
は
、
歩
行
者
及
び
通
行
車
両
が

安
全
に
通
行
で
き
る
よ
う
機
械
除
雪
に

よ
る
除
雪
サ
イ
ク
ル
を
増
や
し
、
安
全

な
道
路
環
境
の
確
保
に
努
め
て
い
き
ま

す
。

水
害
対
策
（
新
規
）

　
会
津
坂
下
・
高
田
線
西
側
の
成
子
地

区
の
水
害
対
策
と
し
て
、
県
道
側
溝
の

一
部
を
整
備
し
て
以
来
、
事
業
の
進
展

が
な
く
、
平
成
22
年
７
月
６
日
未
明
の

豪
雨
に
よ
る
床
下
浸
水
の
被
害
が
発
生

し
、
今
後
も
同
様
の
被
害
の
恐
れ
が
あ

り
ま
す
。

　
区
民
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
、

当
該
地
区
の
排
水
路
の
早
急
な
整
備
改

修
を
要
望
す
る
と
と
も
に
、
昨
年
行
わ

れ
た
成
子
地
区
水
害
対
策
の
関
係
機
関

打
合
せ
を
今
年
度
も
継
続
し
て
開
催
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

【
建
設
課
】

　
当
地
区
の
水
害
は
、
様
々
な
要
因
が

重
な
っ
た
事
象
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る

た
め
、
引
き
続
き
道
路
管
理
者
や
土
地

改
良
区
等
関
係
機
関
と
の
協
議
が
重
要

で
す
。
道
路
整
備
か
ら
対
応
可
能
な
策

と
し
て
は
、
町
道
金
沢
線
の
横
断
暗
渠

の
設
置
等
が
考
え
ら
れ
、
そ
の
前
後
の

水
路
整
備
方
針
に
つ
い
て
関
係
機
関
と

協
議
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

【
産
業
課
】

　
豪
雨
時
に
宮
川
土
地
改
良
区
が
配
水

調
整
を
実
施
し
、
被
害
防
止
に
努
め
て

い
ま
す
が
、
抜
本
的
な
対
策
で
は
な
く
、

農
業
用
水
路
の
改
修
だ
け
で
は
解
決
が

困
難
で
す
。
今
後
も
関
係
機
関
と
協
議

し
、
原
因
究
明
と
対
応
可
能
な
方
策
を

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

町
道
勝
大
線
（
蛭
川
入
口
か
ら
旧

若
宮
運
搬
間
約
７
５
０
ｍ
）
へ
の

歩
道・自
転
車
道
の
設
置
（
新
規
）

　
当
該
路
線
は
交
通
の
重
要
な
路
線
で
、

ス
ク
ー
ル
バ
ス
や
通
学
自
転
車
を
は
じ

め
、
地
区
内
外
の
多
く
の
一
般
車
両
が

通
行
し
て
い
る
が
、
本
路
線
に
は
車
・

歩
道
の
区
別
は
な
く
、
歩
行
者
や
自
転

車
等
通
学
者
、
特
に
高
齢
者
や
通
学
者

は
、
車
両
を
気
に
し
な
が
ら
の
通
行
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
冬
期
の
積
雪
に
よ
る
悪
条
件

に
よ
り
、
歩
行
者
は
転
倒
や
通
行
車
両

に
対
し
て
細
心
の
注
意
を
要
し
、
歩
行

通
行
の
安
全
が
脅
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
安
心
・
安
全

な
通
行
の
確
保
の
た
め
、
当
該
路
線
東

側
土
側
溝
の
整
備
と
と
も
に
、
歩
道
・

自
転
車
道
の
設
置
を
要
望
す
る
。

【
建
設
課
】

　
こ
の
路
線
は
、
町
の
重
要
幹
線
道
路

で
あ
り
大
型
貨
物
車
の
交
通
が
非
常
に

多
い
路
線
で
す
。

　
ま
た
、
朝
夕
の
通
学
時
間
帯
に
は
多

く
の
中
学
生
の
自
転
車
通
学
者
が
利
用

し
て
い
る
状
況
か
ら
、
生
徒
等
の
安
全

を
確
保
す
る
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
今
後
は
、
現
在
整
備
計
画
路
線
に

な
っ
て
い
ま
す
南
幹
線
交
差
部
か
ら
蛭

川
入
口
ま
で
の
区
間
の
南
方
向
へ
の
延

伸
見
直
し
に
つ
い
て
、
各
関
係
機
関
の

意
見
を
拝
聴
し
、
検
討
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

金上地区要望
成田　信一氏（村田）

若宮地区要望
江川　彦一氏（水島）

坂下地区要望
物江　政博氏（新富町）
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金
上
地
区
要
望

新
開
津
橋
の
上
・
下
流
土
砂
撤
去
等

工
事
及
び
堤
防
の
刈
払
い
（
継
続
）

　
近
年
、
台
風
や
大
雨
等
に
よ
り
、
中

開
津
地
区
及
び
細
工
名
地
区
に
お
い
て
、

洪
水
・
冠
水
の
被
害
が
多
発
し
て
い
ま

す
。
原
因
の
一
つ
に
、
新
宮
川
河
川
内

の
中
洲
の
肥
大
が
考
え
ら
れ
、
今
年
度

も
新
開
津
橋
上
・
下
流
の
土
砂
撤
去
等

の
工
事
を
継
続
し
て
要
望
す
る
。

　
ま
た
、
新
開
津
橋
か
ら
細
工
名
橋
間

の
宮
川
の
堤
防
外
側
雑
草
の
刈
り
払
い

等
を
要
望
す
る
。

【
建
設
課
】

　
堆
積
土
砂
の
撤
去
は
、
町
の
重
点
要

望
箇
所
と
し
、
同
河
川
流
域
市
町
村
で

構
成
す
る
氷
玉
川
・
宮
川
流
域
整
備
促

進
期
成
同
盟
会
か
ら
も
県
に
対
し
て
要

望
し
て
お
り
、
本
年
度
実
施
す
る
と
の

回
答
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
堤
防
の
刈
り
払
い
に
つ
い
て
、

今
後
は
、
県
河
川
浄
化
委
託
事
業
の
利

活
用
に
関
す
る
委
託
条
件
の
緩
和
並
び

に
県
直
営
に
よ
る
刈
り
払
い
実
施
に
つ

い
て
も
要
望
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

県
道
「
会
津
坂
下・会
津
本
郷
線
」

の
防
雪
柵
設
置
延
長
（
継
続
）

　
新
宮
川
橋
か
ら
坂
下
方
面
に
向
か
っ

て
、
左
岸
は
勾
配
も
あ
り
風
雪
時
に
は

吹
き
溜
ま
り
が
で
き
、
見
通
し
が
非
常

に
悪
い
状
況
で
す
。

　
福
原
地
内
の
既
設
個
所
か
ら
新
宮
川

橋
（
中
開
津
橋
）
ま
で
の
防
雪
柵
（
水

田
に
設
置
す
る
簡
易
式
）
の
設
置
延
長

を
要
望
す
る
。

【
建
設
課
】

　
当
該
地
区
の
防
雪
柵
設
置
は
、
町
の

重
点
要
望
箇
所
と
し
て
毎
年
継
続
し
て

県
に
要
望
し
て
い
ま
す
。

　
県
か
ら
は
、
防
雪
柵
の
必
要
性
に
つ

い
て
検
討
し
た
い
と
の
回
答
を
得
て
い

ま
す
の
で
、
整
備
実
現
に
向
け
引
き
続

き
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

通
学
路
の
防
雪
柵
設
置
（
継
続
）

　
冬
期
間
、
子
供
た
ち
が
通
学
に
困
難

を
強
い
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
通
勤

等
に
も
支
障
が
あ
り
ま
す
。
次
の
３
路

線
の
防
雪
柵
設
置
を
強
く
要
望
す
る
。

①
西
金
上
か
ら
国
道
49
号
に
通
じ
る
路

　
線

②
村
田
新
田
か
ら
旧
金
上
小
学
校
裏
南

　
幹
線
に
通
じ
る
路
線

③
履
形
か
ら
村
田
・
立
川
線
に
通
じ
る

　
路
線

【
建
設
課
】

　
当
面
は
、
児
童
生
徒
が
安
全
に
通
学

で
き
る
よ
う
機
械
除
雪
に
よ
る
除
雪
サ

イ
ク
ル
を
増
や
し
、
安
全
な
通
学
路
の

確
保
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

広
瀬
地
区
要
望

町
道
に
架
か
る
幸
橋
の
早
期
架
け

替
え
（
継
続
）

　
和
泉
川
原
地
区
の
町
道
に
架
か
る
幸

橋
は
、
国
道
49
号
か
ら
当
地
区
を
経
由

し
て
下
政
所
地
区
等
へ
通
じ
る
重
要
路

線
で
あ
る
が
、
幸
橋
は
道
幅
が
狭
く
、

か
つ
老
朽
化
が
進
み
車
両
、
歩
行
者
通

行
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
お
り
、
非
常
に

危
険
な
状
況
下
に
あ
る
。
幸
橋
の
早
期

の
架
け
替
え
を
要
望
す
る
。　

【
建
設
課
】

　
当
面
架
け
替
え
整
備
は
困
難
で
す
。

　
し
か
し
、
町
の
都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
で
は
、
中
村
街
道
線
起
点
側
に
あ
た

る
国
道
49
号
か
ら
北
側
へ
延
伸
し
て
、

和
泉
川
原
地
区
の
北
側
に
走
る
町
道
政

所
・
新
舘
線
を
結
ぶ
重
要
路
線
と
位
置

付
け
ら
れ
て
お
り
、
今
後
、
こ
の
道
路

整
備
と
合
わ
せ
た
「
幸
橋
」
架
け
替
え

計
画
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

県
道
「
喜
多
方
・
会
津
坂
下
線
」

三
谷
字
佐
藤
分
地
内
の
拡
幅
ま
た

は
バ
イ
パ
ス
新
設
整
備
（
継
続
）

　
佐
藤
分
地
内
は
特
に
道
幅
が
狭
く
、

大
型
車
の
交
互
通
行
に
支
障
を
来
た
し

て
い
る
。
冬
期
間
の
除
雪
に
よ
り
、
さ

ら
に
道
幅
が
狭
く
な
り
、
通
勤
時
間
帯

に
は
渋
滞
も
発
生
し
、
地
区
内
の
生
活

者
に
及
ぼ
す
影
響
は
大
き
く
、
危
険
な

状
況
に
あ
る
。
当
地
区
内
の
道
路
拡
幅
、

ま
た
は
バ
イ
パ
ス
新
設
の
整
備
を
要
望

す
る
。

【
建
設
課
】

　
佐
藤
分
地
内
は
、
要
望
の
と
お
り
大

変
危
険
な
状
態
に
あ
る
た
め
、
こ
れ
ま

で
も
道
路
拡
幅
整
備
に
つ
い
て
県
に
要

望
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
今
年
度
も
地
元
区
長
会
か
ら
の
継
続

要
望
を
強
く
受
け
止
め
、
町
の
重
点
要

望
箇
所
と
し
て
道
路
の
拡
幅
整
備
等
に

つ
い
て
、
県
に
引
き
続
き
要
望
し
て
い

き
ま
す
。川

西
地
区
要
望

町
道
「
袋
原
線
」
の
道
路
改
良

（
継
続
）

　
現
路
線
は
、
数
年
に
わ
た
り
近
隣
の

工
場
へ
の
大
型
車
通
行
が
増
加
し
、
道

路
の
痛
み
が
甚
だ
し
い
状
況
に
あ
る
。

　
ま
た
昨
年
末
、
路
面
凍
結
が
要
因
で

大
型
車
が
登
れ
な
く
な
り
、
通
行
止
め

が
数
回
発
生
し
、
地
区
住
民
が
大
変

困
っ
て
い
る
の
で
、
県
道
接
続
部
の
急

勾
配
の
改
良
及
び
安
全
対
策
を
要
望
す

る
。

【
建
設
課
】

　
要
望
に
基
づ
き
樹
脂
塗
膜
舗
装
な
ど

に
よ
る
滑
り
止
め
工
事
及
び
滑
り
止
め

剤
収
納
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
し
た
と
こ
ろ

で
あ
り
、
現
時
点
で
出
来
得
る
工
事
を

実
施
し
ま
し
た
。

　
要
望
の
県
道
接
続
部
へ
の
急
勾
配
解

消
の
改
善
対
策
に
つ
い
て
、
現
時
点
で

は
道
路
嵩
上
げ
等
の
工
事
を
行
う
こ
と

は
困
難
で
す
が
、
今
年
度
の
早
い
時
期

に
町
と
関
係
行
政
区
合
同
に
よ
る
現
地

調
査
を
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　袋
原
地
区
の
上
水
道
導
入（
継
続
）

　
当
地
区
の
上
水
道
整
備
に
つ
い
て
、

現
時
点
で
の
事
業
化
を
進
め
る
こ
と

が
困
難
で
あ
る
と
の
回
答
で
し
た
が
、

個
々
の
井
戸
水
は
水
質
が
悪
く
、
飲
料

水
と
し
て
は
適
正
と
は
言
い
難
く
、
宅

配
業
者
な
ど
か
ら
購
入
し
て
い
る
家
庭

も
あ
る
こ
と
か
ら
、
未
給
水
地
区
へ
の

井
戸
水
の
水
質
検
査
や
さ
ら
な
る
補
助

金
の
拡
充
を
検
討
し
て
い
た
だ
く
よ
う

お
願
い
す
る
。

【
建
設
課
】

　
上
水
道
未
給
水
地
区
へ
の
補
助
金
の

拡
充
と
し
て
、
平
成
27
年
度
よ
り
ポ
ン

プ
の
新
設
又
は
更
新
が
補
助
対
象
に
追

加
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
従
来
の
補
助
対

象
も
含
め
て
、
未
給
水
地
区
の
方
々
の

積
極
的
な
ご
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
井
戸
水
の
水
質
検
査
は
、
個
人
対
応

と
な
り
ま
す
の
で
公
共
機
関
等
で
の
検

査
の
実
施
を
お
願
い
し
ま
す
。

旧
宮
川
河
川
内
の
雑
木
の
伐
採

（
新
規
）

　
旧
宮
川
河
川
改
修
事
業
等
か
ら
、
年

八幡地区要望
関本　　良氏（朝立）

川西地区要望
山口　公夫氏（宇内）

広瀬地区要望
小池　登氏（青津）
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数
の
経
過
と
と
も
に
川
岸
の
雑
木
の
繁

茂
が
甚
だ
し
く
、
大
雨
時
に
お
い
て
湛

水
害
に
よ
る
被
害
が
懸
念
さ
れ
る
た
め
、

雑
木
の
伐
採
を
お
願
い
す
る
。

【
建
設
課
】

　
ご
要
望
の
主
旨
に
つ
い
て
、
河
川
管

理
者
で
あ
る
県
に
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

八
幡
地
区
要
望

旧
八
幡
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

及
び
旧
八
幡
幼
稚
園
、
塔
寺
住
宅

の
解
体
（
継
続
）

　
町
の
文
化
遺
産
で
あ
る
「
心
清
水
八

幡
神
社
」「
恵
隆
寺
」「
旧
五
十
嵐
家
住

宅
」
に
よ
る
観
光
客
等
の
誘
致
等
の
観

点
か
ら
、
周
辺
整
備
が
望
ま
れ
て
お
り
、

合
わ
せ
て
荒
廃
の
一
途
を
た
ど
る
３
施

設
の
早
期
解
体
を
要
望
す
る
。　
　

　
跡
地
の
利
用
と
し
て
は
、
駐
車
場
と

考
え
て
お
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
た
い
。

【
政
策
財
務
課
】

　
老
朽
化
も
進
ん
で
お
り
、
危
険
な
こ

と
か
ら
取
り
壊
し
を
考
え
て
い
ま
す
。

取
り
壊
し
の
時
期
及
び
跡
地
の
利
用
は
、

地
区
の
要
望
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
町
有

財
産
審
議
会
等
で
十
分
に
検
討
を
行
い
、

町
全
体
の
計
画
の
中
で
進
め
て
い
き
ま

す
。

水
無
川
の
改
修
工
事
（
継
続
）

　
水
無
川
は
、
大
雨
・
台
風
時
に
は
、

水
量
及
び
流
速
が
早
く
危
険
を
伴
う
こ

と
か
ら
、
さ
ら
に
補
修
工
事
を
進
め
、

気
多
宮
地
区
に
お
い
て
の
蛇
行
箇
所
の

改
修
を
要
望
す
る
。

【
建
設
課
】

　
今
後
も
施
設
の
劣
化
状
況
を
確
認
し

な
が
ら
年
次
計
画
で
修
繕
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。
気
多
宮
地
内
の
蛇
行
箇
所
の

改
修
は
、
以
前
に
現
地
確
認
を
し
た
成

果
を
踏
ま
え
、
今
後
の
事
業
化
の
検
討

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

町
道
「
大
沢
・
和
泉
線
」
の
防
雪

柵
設
置
（
新
規
）

　
当
路
線
は
冬
期
間
猛
吹
雪
で
吹
き
溜

ま
り
が
で
き
、
一
時
的
に
通
行
困
難
に

な
る
箇
所
で
あ
り
、
除
雪
で
狭
く
な
っ

た
道
路
を
朝
夕
通
学
路
と
し
て
児
童
・

生
徒
等
が
歩
行
す
る
こ
と
か
ら
、
安
全

確
保
を
最
優
先
に
考
慮
し
、
防
雪
柵
の

設
置
を
要
望
す
る
。

【
建
設
課
】

　
当
面
は
、
児
童
生
徒
が
安
全
に
通
学

で
き
る
よ
う
機
械
除
雪
に
よ
る
除
雪
サ

イ
ク
ル
を
増
や
し
、
安
全
な
通
学
路
の

確
保
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

高
寺
地
区
要
望

歴
史
薫
る
宿
場
町
の
束
松
地
区
、

緑
と
自
然
豊
か
な
山
間
を
走
る
束

松
峠
を
「
歩
く
県
道
」
と
し
て
の

整
備
促
進
（
継
続
）

　
束
松
峠
は
、
旧
街
道
の
面
影
が
今
に

残
る
道
で
あ
り
、
我
が
町
の
賑
わ
い
創

出
が
期
待
で
き
る
宝
で
あ
る
。
洞
門
の

復
元
と
共
に
洞
門
前
の
整
備
、
洞
門
別

れ
か
ら
峠
の
茶
屋
ま
で
の
整
備
と
修
復

を
要
望
す
る
。

【
建
設
課
】

　
県
道
別
舟
渡
線
束
松
峠
は
、
県
が
策

定
し
た
「
ふ
く
し
ま
の
新
し
い
県
土
づ

く
り
プ
ラ
ン
」
に
よ
り
、「
歩
く
県
道
」

と
し
て
整
備
す
る
よ
う
決
定
さ
れ
て
お

り
、
昨
年
度
も
道
普
請
を
実
施
し
ま
し

た
。
今
後
も
地
域
の
方
々
と
の
懇
談
会

を
通
し
て
具
体
的
な
整
備
方
針
や
歴
史

的
資
源
の
活
用
に
つ
い
て
の
保
全
計
画

等
を
策
定
し
て
、
地
域
の
方
々
と
と
も

に
街
道
修
繕
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

県
道
２
路
線
沿
線
集
落
及
び
舟
渡

バ
イ
パ
ス
の
消
雪
施
設
の
設
置
並

び
に
県
道
の
適
正
な
管
理
と
鐘
撞

堂
峠
の
事
故
多
発
解
消
対
策
・
只
見

川
基
幹
農
道
の
供
用
開
始
に
伴
う

ア
ク
セ
ス
道
路
整
備
促
進
（
継
続
）

　
消
雪
施
設
の
設
置
に
つ
い
て
、
機
械

除
雪
対
応
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
現

実
は
適
正
な
対
処
に
至
っ
て
い
な
い
。

豪
雪
時
の
安
全
確
保
が
急
務
と
考
え
て

お
り
早
期
整
備
を
強
く
要
望
す
る
。

　
ま
た
鐘
撞
堂
峠
は
冬
期
間
ス
リ
ッ
プ

事
故
が
発
生
し
て
い
る
の
で
、
安
全
対

策
を
講
じ
、
併
せ
て
、
県
道
側
溝
及
び

路
肩
の
雑
草
に
つ
い
て
も
適
正
な
管
理

を
要
望
す
る
。
さ
ら
に
、
県
道
別
舟
渡

線
を
国
道
へ
の
ル
ー
ト
と
す
る
方
針
も

決
定
さ
れ
、
現
地
調
査
も
実
施
さ
れ
て

い
る
と
こ
ろ
な
の
で
、
今
後
も
整
備
促

進
に
向
け
た
取
り
組
み
を
強
く
要
望
す

る
。

【
建
設
課
】

　
消
雪
装
置
の
設
置
、
側
溝
及
び
路
肩

の
雑
草
の
適
正
管
理
さ
ら
に
は
鐘
撞
堂

峠
の
冬
期
間
の
安
全
対
策
は
、
昨
年
度
、

県
に
要
望
し
、
現
地
調
査
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　
県
道
別
舟
渡
線
の
急
峻
な
ヘ
ア
ピ
ン

カ
ー
ブ
の
改
良
整
備
の
促
進
は
、
県
よ

り
、
昨
年
度
に
道
路
予
備
設
計
を
実
施

済
と
の
回
答
を
得
て
い
ま
す
。
早
期
の

工
事
着
手
に
向
け
て
、
引
き
続
き
町
の

最
重
点
要
望
箇
所
と
し
て
県
に
要
望
し

て
い
き
ま
す
。

只
見
川
洪
水
を
教
訓
と
し
た
、
防

災
対
策
の
充
実
と
河
川
護
岸
の
整

備
（
継
続
）

　
平
成
23
年
の
新
潟
・
福
島
豪
雨
災
害

に
よ
り
当
地
区
は
甚
大
な
被
害
が
あ
り
、

舟
渡
地
区
の
大
雨
時
の
住
宅
地
、
農
用

地
へ
の
氾
濫
防
止
対
策
、
片
門
地
区
の

小
堤
防
の
補
強
、
嵩
上
げ
等
に
つ
い
て

は
現
地
状
況
を
十
分
調
査
の
う
え
、
河

川
整
備
計
画
を
策
定
中
と
聞
き
及
ん
で

い
ま
す
が
、
い
ま
だ
崩
落
が
続
い
て
い

る
洲
走
地
区
の
神
社
境
内
、
農
用
地
も

浸
食
さ
れ
危
険
な
状
況
に
あ
り
ま
す
の

で
、
早
急
に
安
全
対
策
を
講
じ
て
い
た

だ
く
と
と
も
に
、
整
備
計
画
の
策
定
に

あ
た
っ
て
は
、
只
見
川
土
地
改
良
区
の

揚
水
機
場
の
運
転
に
支
障
の
な
い
よ
う
、

十
分
配
慮
し
た
計
画
と
す
る
よ
う
要
望

し
、
併
せ
て
、
河
道
内
の
樹
木
の
伐
採

等
の
適
正
な
管
理
を
お
願
い
す
る
。

【
建
設
課
】

　
昨
年
度
は
県
に
よ
り
窪
倉
地
区
の
農

用
地
崩
落
下
部
の
河
川
区
域
内
護
岸
整

備
工
事
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
洲
走
区
の
侵
食
箇
所
の
現
地

調
査
は
、
関
係
行
政
区
、
土
地
改
良
区

の
立
ち
会
い
の
も
と
、
昨
年
５
月
に
実

施
し
、
県
か
ら
は
河
川
敷
内
樹
木
の
適

正
管
理
の
継
続
と
合
わ
せ
、
護
岸
補
修

工
事
を
緊
急
性
の
高
い
箇
所
か
ら
進
め

た
い
と
の
回
答
を
得
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
県
か
ら
只
見
川
河
川
改
修

計
画
策
定
が
完
了
し
た
旨
の
通
知
が
あ

り
、
今
後
の
事
業
工
程
等
に
つ
い
て
、

県
と
町
が
十
分
に
協
議
を
行
い
、
住
民

説
明
会
開
催
の
要
請
を
県
に
対
し
て

行
っ
て
い
き
ま
す
。

高寺地区要望
田中　　實氏（杉山）

�

【
敬
称
略
】

前
　
桜

木

町�

遠
藤
　
　
尊

前
　
中

村�

渡
部
　
久
雄

前
　
履

形�

佐
瀨
　
澄
夫

前
　
西

青

津�

五
十
嵐
　
尚

前
　
塔
寺
二
区�

藤
野
　
雄
二

前
　
気

多

宮�

酒
井
　
清
幸

町
駐
在
員
表
彰
（
区
長
自
治 

会
長
と
し
て
５
年
以
上
在
職
）

�

【
敬
称
略
】

前
　
若
宮
地
区�

吉
良
　
幸
進

前
　
金
上
地
区�

谷
津
　
光
夫

前
　
広
瀬
地
区�

松
本
　
幹
生

前
　
川
西
地
区�

齋
藤
　
史
隆

前
　
八
幡
地
区�

池
田
　
英
俊

前
　
高
寺
地
区�

早
川
　
清
隆

 

感
謝
状
贈
呈　
　
　
　

 　
　
　

（
退
任
さ
れ
た
地
区
会
長
）


